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研究成果の概要（和文）：国内 83水系 276例の固定堰について、9割が越流鑑賞可能、8割が堰

体での親水活動可能、という高い親水性を、形態的特徴より明らかにした。一方、そのような

親水性を有する形態がほとんど活用されていない実態を明らかにした。これらのことから、堰

の親水的活用の可能性と問題点を挙げた。 

 
研究成果の概要（英文）：Water-familiarity of the weirs located in the 83 watersheds were 
uncovered through the fact that 90% of 276 weirs were visible and 80% of them were 
accessible from the river banks. However, such spatial characteristics were seldom 
utilized for water-friendly activities. Possibilities and problems of utilization of 
weirs were discussed from these outcomes. 
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研究分野：農学 
科研費の分科・細目：農業工学・農業土木学・農村計画学 
キーワード：地域計画、景観、文化的景観、保全、親水 
 
１．研究開始当初の背景 
固定堰（以降，堰と記述する）の本来の用
途は，河川を横断する堰体で水をせき上げ取
水や分流等をすることであるが，親水活動の
発生例が報告されていることから、地域にお
ける親水空間としての可能性が予想される。
一方，治水利水の機能改善が重視される河川
管理の中で，統廃合や可動堰化が進んでおり、
形態の改変にともない、前述のような親水性
が変容することも考えられる。 
堰についてはこれまで、伝統技術の評価と
いう視点から、設計原理、力学特性、施工技

術の研究が行われている。また、景観要素と
しての評価という視点から、越流の表情や音
の分析、あるいは仮想市場評価法による歴史
文化価値評価の実施例がある。さらに、撤去
に際して住民意識を調査した事例もある。し
かし、親水利用を前提とする保全活用策の提
言は、本研究が初の試みである。 
 
２．研究の目的 
川と地域の関わりを表象する堰をいかに

未来へ継承するか、その保全活用のあり方を
探ることが研究の全体構想である。その中で

機関番号：24201 

研究種目：基盤研究（C） 

研究期間：2010～2012 

課題番号：22580279 

研究課題名（和文） 川と地域の関わりを未来に継承する固定堰の親水利用による保全活用策

の研究 

研究課題名（英文） Research for Conservation of Fixed Weirs by Means of Water-friendly 

Uses 

研究代表者 

村上 修一（MURAKAMI SHUICHI） 

滋賀県立大学・環境科学部・教授 

 研究者番号：60283652 

 



本研究では親水性に着目し、国内に現存する
堰について親水利用の可能性を検証し、堰の
維持管理に係る諸問題において親水利用の
位置づけを把握するとともに、地域住民によ
る親水的活用の実態を明らかにし、地域住民
との関わりを尊重する保全活用の可能性と
方向性について考究し、その具体的な方策の
提言を目的とする。 

 
３．研究の方法 
(1)国内の 83水系 276例の堰を対象に、現地
での踏査と簡易測量を実施し、堰体の可視性
とアクセシビリティに関わる堰および周辺
の形状データを入手した。結果にもとづき親
水利用の可能性について考察した。 
(2)その後の改廃や被災により調査困難とな
ったものを除く 79水系 255例の堰について、
管理者等に対するヒアリング調査を行い、ま
た、そのうち活用がなされている 54例につ
いては、活用する地域住民の方々に対するヒ
アリング調査を行った上で、親水的活用の実
態と、活用の可能性および問題点を明らかに
し、保全活用に向けた具体的な方策とした。 
 
４．研究成果 
(1)83 水系 276 例の実測調査の結果および
親水利用の可能性をまとめたものが表 1で
ある。結論は以下のとおりである。 
a) 越流観賞は 9割，堰体での親水活動は 8
割の堰が物理的に可能である。親水性の高さ
が国内全体で共通することが明らかとなっ
た。ただし，可視性やアクセシビリティの相
対的に低い地域が認められた。 

b) 越流観賞の前提となる堰体の眺望は制
約される場合が多く，両岸と橋上の 3箇所か
ら堰体を全望できる例は 1割にすぎない。河
岸の地形や占用，河岸や河道内の遮蔽要素が
その要因である。堰体での親水活動の前提と
なる立ち入りも制約される場合が多く，両岸
ともに立ち入りの容易な例は 1割に満たない。
河岸の地形や占用，通路の有無，護岸法面の
高低差，勾配，表層，河岸と堰体の間の流路
がアクセシビリティを左右する。 
c) 堰体の縦断面が台形の例と，盤形また
は段形の例との間には，親水空間としての差
が認められる。前者は利用可能な範囲が天端
に限られ湛水側の河水への接触は容易だが
浅瀬側は難しい。後者は利用可能な範囲が湛
水側から浅瀬側まで連続しており両側の河
水との接触が可能である。横断方向でも，前
者に比べて後者の利用可能な範囲の割合が
大きい傾向にある。 

d) 親水利用のために周辺が整備された例
は，全体の 1割に留まっている。そのほとん
どは視対象として活用するものであり，可視
性は高いが，接岸状況や堰体の縦断面形との
明確な対応関係は認められない。一方，堰体

での親水活動を想定する活用例には，接岸状
況や堰体形状との間に対応関係が認められ
る。 
 
(2)79 水系 255 例のヒアリング調査の結果、
54例について活用を確認した。活用の内訳等
は表 2のとおりである。また、活用形式を図
1 のように類型化することができた。結論は
以下のとおりである。 
 a) 活用事例の調査結果にもとづき，活用
は親水的か，堰が活用されているかという 2
点について考察したところ，親水空間として
の堰体の活用は 5例，越流観賞の対象として
の活用は 1 例に過ぎないとの結論に至った。
このことは，親水空間として 8割，越流観賞
の対象として 9割の堰が物理的に活用可能と
いう(1)の知見と大きく異なる。 
b) 前述の考察の過程で，40 例におよぶ見

学対象としての活用に親水の可能性が見出
された。これらは農業啓発や地域学習を目的
として行われるものであり，親水を目的とす
るものではない。しかし，来訪者が堰に接近
し眺望することから，越流観賞の対象として
の活用に結びつく可能性を示している。農業
啓発や地域学習に加えて越流観賞の要素を
見学プログラムにいかに織り交ぜるかが課
題と考えられる。さらに，このような形式の
活用では来訪者の行動範囲が低水路外に限
定されるため，安全管理上の課題が低水路内
の活用に比べて少なく，管理者にとっては取
組みやすいと考えられる。したがって，現在
は未活用の堰についても，越流観賞の要素を
含む見学プログラムの導入の可能性がある。 

c) 前述の考察をとおして，堰体，湛水，
浅瀬といった低水路内の活用が，低水路外の
活用に比べて少ないことが明らかとなった。
その要因として，堰および周囲の低水路内へ
の入込みに対する管理者の安全管理上の意
識が考えられる。しかし，低水路内の活用事
例では，堰および周囲の整備や安全施設の設
置，現場を熟知する者によるガイド，具体的
な危険情報の提供，特定の来訪者に限定する
運用といったハード、ソフト両面での方策が
とられ，来訪者の安全確保と親水的活用の両
立がなされている。したがって，現在は未活
用の堰についても，先行事例の方策を適用す
ることで，安全確保と活用の両立が可能とな
ると考えられる。 
 d) 見学対象としての活用については，聴
取調査と現地調査の結果にもとづき来訪者
の位置や行為の対象を根拠として親水的か
どうかを判断したに過ぎない。堰の見学者に
対する親水効果を実証することが課題とし
て残された。また，本研究では活用状況を網
羅することはできたが，事例の詳細に踏み込
むことができなかった。特に，活用を契機と
して堰に関わる主体や体制がどのように変 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

米代川 芹沢堰 右 ● ● ● 下 全 ○ D D 盤 n 三津堰 右 ● ● × 上 全 ○ B C 段 ・ ◎ 柿原堰 左 ● ● × 上 部 ○ B A 盤 ・ ◎

山田堰 左 ● ▲ × 上 部 ○ D B 台 ・ ◎ 与井井堰 右 ▲ ● × 上 全 ○ D C 盤 ・ ◎ 土場の立堰 左 ● × ● 下 部 ○ C F 盤 ・ ◎ 案

山城堰 左 ● ● × 下 - ○ D A 台 ・ ◎ 舟 千条井堰 左 ● ● × 上 部 ○ B B 台 ・ ◎ 行者野堰 右 ● ● × 下 - ○ A C 盤 ・ ◎ 園

茂井羅堰 右 ● ● × 上 全 ○ D E 台 n 園 杉ヶ瀬井堰 右 ● × × 下 - ○ D F 台 n 長田堰 右 ▲ ● × 上 - ○ B D 台 n

大歩地先 左 ● × × 下 - ○ D F 台 n 嵯峨山堰 左 × × × 下 × F F 台 n 北岸用水堰 左 ● ● × 上 - ○ D A 台 ・ ◎

大堰 右 ● × × 上 部 ○ B F 台 ・ ◎ 横須堰 右 ● × × 上 全 ○ A F 段 ・ ◎ 泳 南岸用水堰 右 ● ● × 下 - ○ B B 段 ・ ◎ 歩

照井堰 左 ▲ ● × 上 全 ○ D D 台 n 日見谷堰 右 × × × 上 × F F 台 n 大西堰 右 × ● ● 下 部 ○ B D 盤 ・ ◎

大林地先 右 × × ● 下 全 ○ F F 他 n 下小野堰 中 ● ● × 下 部 ○ A D 台 ・ ◎ 一の堰 右 ● ▲ × 上 全 ○ B A 台 ・ ◎

川原崎地先 右 ● × × 下 - ○ B F 盤 ・ ◎ 有年堰 右 ● × × 下 全 ○ B F 台 ・ ◎ 勝浦川 江田堰 右 ● × ▲ 上 - ○ B B 盤 ・ ◎

切通地先 左 × ▲ ▲ 下 部 ○ D B 他 ◎ 大持井堰 右 ● ● × 上 部 ○ B D 台 ・ ◎ 岡崎堰 右 ● ● × 下 部 ○ B D 台 ・ ◎

鳴瀬川 上川原堰 左 ● ● × 上 全 ○ E B 台 ・ ◎ 大枝井堰 左 ● ● ▲ 上 - ○ B B 台 ・ ◎ 庄内新須賀堰 左 ● ● × 下 部 ○ B B 台 ・ ◎ 園

郡山堰 右 ● ● ● 下 全 ○ D E 台 n 園 苔縄井堰 右 × ● ▲ 上 全 ○ F D 台 n 加茂川 釜之口堰 左 ● ● ● 上 全 ○ D A 段 ・ ◎

愛宕堰 左 × ● ▲ 上 - ○ F E 台 n 国見井堰 左 ● × × 下 全 ○ D B 台 ・ ◎ 僧都川 僧都堰 左 ● ● × 上 全 ○ C A 盤 ・ ◎

北堰 右 × ● × 上 部 ○ F E 台 n 河野原井堰 右 ● × × 下 全 ○ B C 盤 ・ ◎ 国分川 領石地先 右 ● × ● 下 - ○ A A 台 ・ ◎

四谷堰 左 × × ▲ 上 - ○ F F 盤 n 櫛田地先 左 ● ● × 下 - ○ D B 台 ・ ◎ 物部川 野市上井堰 左 ● ● ▲ 上 - ○ D B 台 ・ ◎ 案

小川江筋堰 左 ● ● ● 下 全 ○ C B 段 ・ ◎ 案 富田川 平間堰 左 ● × × 上 - ○ B A 段 ・ ◎ 鏡川 朝倉堰 右 ● ● × 上 - ○ B D 盤 ・ ◎ 案

北沢地先 左 ● ● × 上 全 ○ D B 台 ◎ 紀ノ川 文覚井堰 右 ● ● × 上 全 ○ B D 段 ・ ◎ 八田堰 左 ● ● × 下 全 ○ D B 盤 ・ ◎ 案

井上用水堰 左 ● × ● 下 全 ○ B F 台 ・ ◎ 日置川 安居用水堰 右 ● ● ▲ 上 部 ○ B D 段 ・ ◎ 八幡堰 右 ● ● × 下 - ○ B D 盤 ・ ◎

大平地先 右 ● × ▲ 上 - ○ B B 台 ・ ◎ 鴨越堰 右 ● ● × 下 全 ○ E E 台 n 原堰 左 ▲ × × 下 - ○ B F 盤 ・ ◎

阿武隈川 五箇堰 右 ● ● ● 下 部 ○ B D 台 ・ ◎ 吉井堰 右 ▲ ● × 下 全 ○ D B 盤 ・ ◎ 案 下分地先 左 ● × × 下 部 ○ B C 段 ・ ◎

大和田地先 左 ● × ● 下 部 ○ B B 盤 ・ ◎ 嵯峨井堰 右 ▲ ● × 下 - ○ B B 台 ・ ◎ 園 長竹堰 右 × ● × 下 - ○ B B 台 ・ ◎

下奈良部地先 右 × × × 下 × B C 盤 ・ ◎ 下原井堰 右 ● ● × 上 - ○ B B 盤 ・ ◎ 長竹地先2 右 × ● × 上 - ○ B A 台 ・ ◎

小薮堰 左 × × × 下 × F D 台 n 宗枝地先 左 ● ● ● 下 - ○ A A 盤 ・ ◎ 上分地先 左 ● × ● 下 - ○ B B 段 ・ ◎

大光寺堰 右 × ● ● 下 部 ○ F D 台 n 安蘇井堰 左 ● ● × 下 全 ○ D B 台 ◎ 下郷地先 ※ × × × 上 × F F 段 n

船生用水堰 左 × ▲ ▲ 上 全 ○ F B 台 n 竜王井堰 左 ● ● ▲ 上 全 ○ A A 台 ・ ◎ 歩 伊才野地先 右 × × × 下 × F B 台 ・ ◎

初音堰 右 × ● × 上 全 ○ D D 盤 n 北山地先 右 ● ● ● 下 - ○ A A 盤 ・ ◎ 蛎瀬川 下田の口北地先 右 ● × × 上 - ○ B F 台 ・ ◎

宮境堰 左 ● ● × 下 全 ○ A B 盤 ・ ◎ 中尾地先 左 × ● ● 下 - ○ F B 台 ・ ◎ 西川角地先 右 ● ● × 下 - ○ A A 盤 ・ ◎

旭地先 右 × × × 上 × B F 段 ・ ◎ 畑屋地先 右 × ● ● 下 全 ○ F C 台 ・ ◎ 上秋丸堰 左 ● × × 下 - ○ A F 台 ・ ◎

小場江堰 左 × × × 上 × F B 盤 ・ ◎ クラレ堰 右 ● ● × 下 - ○ B B 台 ・ ◎ 園 東川角堰 左 ● ● ● 上 - ○ C A 盤 ・ ◎

向田地先 左 × ● ▲ 下 全 ○ F B 段 ・ ◎ 三野地先 右 × ● × 下 全 ○ F B 盤 ・ ◎ 歩 東川角堰2 右 ● × ● 同 - ○ A F 台 ・ ◎

落合地先 左 × × × 下 × F F 台 n 原地先 右 ▲ ● × 上 部 ○ B D 盤 ・ ◎ 麻生堰 左 ● ▲ × 下 部 ○ A A 盤 ・ ◎ 案

藤田堰 左 ● ● × 上 - ○ E E 台 ・ ◎ 草生堰 右 × ● × 下 全 ○ B D 台 ◎ 沖地先 左 ● ▲ × 上 - ○ A B 台 ・ ◎

薬谷堰 左 ● × × 下 - ○ D B 台 ・ ◎ 建部井堰 右 × × × 上 × D C 盤 ・ ◎ 案 祝井堰 右 ● ● ▲ 上 部 ○ B D 台 ・ ◎

長楽堰 左 ● × × 上 - ○ D B 台 ◎ 金川地先 右 ● × × 上 全 ○ B F 盤 ・ ◎ 延野々大井手堰 左 ● × × 下 - ○ C F 台 ・ ◎

石橋地先 左 ▲ ▲ × 上 - ○ D B 盤 ・ ◎ 高津地先 右 ● ● ▲ 上 - ○ A B 台 ・ ◎ 上荒瀬堰 左 ● ● ● 下 部 ○ A B 盤 ・ ◎

鞍掛堰 右 ▲ ● ▲ 下 - ○ B B 盤 ・ ◎ 宇甘堰 右 ▲ ▲ ● 下 部 ○ B C 台 ・ ◎ 二宮高田上段 右 ● ● × 上 全 ○ B D 盤 ・ ◎

下里堰 左 × ● × 下 部 ○ F B 盤 ・ ◎ 下方地先 右 ● ▲ × 下 - ○ B C 台 ・ ◎ 二宮高田下段 ※ ● ● × 上 - ○ B B 盤 ・ ◎

沢田地先 右 × × × 下 × B A 段 ・ ◎ 鹿田地先 左 ● × ● 下 - ○ B D 台 ・ ◎ 御在所地先 左 ▲ ● × 上 - ○ B E 台 ・ ◎

越生堰 左 ● ● ● 下 部 ○ B B 段 ・ ◎ 八幡堰 左 ● × × 下 - ○ C D 台 ・ ◎ 北方地先 右 ● ● ▲ 上 全 ○ B B 盤 ・ ◎ 歩

田島屋堰 左 ● × ● 下 部 ○ B B 段 ・ ◎ 歩 笠井堰 左 ● × × 下 部 ○ D F 台 n 園 北方 3丁目地先 右 ● ● ● 下 部 ○ A B 盤 ・ ◎ 歩

笹井堰 両 ● × × 下 - ○ E E 台 n 湛井堰 左 ● ● × 上 全 ○ D B 台 ・ ◎ 桑原十二井堰 左 ● ● × 下 全 ○ E B 盤 ・ ◎

多摩川 羽村堰 左 ● ▲ ● 下 部 ○ D B 盤 ・ ◎ 園 金谷堰 右 × ● ● 下 部 ○ F D 台 n 蒲生 3丁目地先 左 ● ● ● 下 全 ○ A A 段 ・ ◎

中井堰 右 ● × ● 下 全 ○ B F 段 ◎ 横見堰 右 ● ▲ ● 上 全 ○ B D 台 ・ ◎ 岩鼻井堰 左 ● ● × 上 部 ○ A B 段 ・ ◎

東天竜用水堰 左 ● × × 下 全 ○ E F 台 n 妹地先 右 ● ▲ ● 下 全 ○ B B 盤 ・ ◎ 南方地先 右 ● ● ▲ 下 - ○ D B 盤 ・ ◎

庄内川 洗堰 右 ▲ ● × 上 - ○ B A 台 ・ ◎ 園 石蟹長屋堰 右 × ● ● 下 - ○ F C 台 ・ ◎ 八ヶ瀬上井堰 右 × ● ▲ 上 部 ○ F A 台 ・ ◎

小野江堰 右 ● ● × 下 - ○ A D 台 ・ ◎ 父石地先 左 ● ● × 上 全 ○ D B 台 ・ ◎ 山本地先 右 × ● ● 下 全 ○ F B 台 ・ ◎

笠松井堰 右 × ● × 上 全 ○ B D 台 ・ ◎ 栗柄地先 左 ● ● ● 下 全 ○ B B 台 ・ ◎ 舟 鯰田用水堰 右 ● ● × 上 全 ○ B A 台 ・ ◎ 園

香良洲堰 左 × ● × 上 - ○ C B 盤 ・ ◎ 河南地先 右 ● ● ● 下 部 ○ B D 台 ・ ◎ 稲築堰 左 ● ● × 上 全 ○ D B 台 ・ ◎

須賀井堰 右 × ● × 下 - ○ B B 台 ◎ 駒原地先 左 ● × × 下 全 ○ B F 台 n 柿の堰 右 ● ▲ ▲ 上 - ○ B E 盤 ・ ◎

一志堰 左 ● ● × 下 部 ○ A B 台 ・ ◎ 本郷南地先 左 × × ● 下 全 ○ B B 台 ◎ 西隈堰 左 ● ● × 下 全 ○ D D 盤 n

安濃川 雲林院堰 右 × ● × 下 全 ○ B B 台 ・ ◎ 案 川西堰 右 × ● ● 下 全 ○ F D 台 n 井尻堰 左 ● ▲ × 上 - ○ D B 盤 ・ ◎

銚子川 使ノ山堰 左 ● ● × 下 全 ○ B D 盤 ・ ◎ 舟 一ノ瀬用水堰 左 ● ● ▲ 上 全 ○ A B 盤 ・ ◎ 春吉堰 右 × × ● 下 全 ○ F A 盤 ・ ◎

阿田和地先 右 ● ● ▲ 下 全 ○ A B 台 ・ ◎ 三田地先 右 ● ● ▲ 上 全 ○ B D 盤 ・ ◎ 床島堰 右 ● ● × 上 全 ○ B E 台 ◎

柿原地先 左 ● ● ● 下 - ○ A B 盤 ・ ◎ 下海戸地先 左 ● × × 下 全 ○ A F 盤 ・ ◎ 山田堰 右 ● ● × 下 全 ○ D E 盤 n 案

光明科堰 両 ● × ● 下 - ○ E F 盤 n 畑杭地先 左 × ● ● 下 全 ○ D B 台 ・ ◎ 大石堰 左 ● × × 下 全 ○ B F 台 ・ ◎ 案

若宮堰 左 ● ● ▲ 上 部 ○ B B 盤 ・ ◎ 園 小越地先 右 ● ● ▲ 上 全 ○ B D 台 ・ ◎ 十条留波川井堰 右 ● ● ● 下 部 ○ B B 盤 ・ ◎

右岸用水堰 右 ● × ● 同 全 ○ D C 段 ◎ 和宇堰 左 ● ● × 下 全 ○ E B 段 ・ ◎ 井手堰 左 ● × × 下 部 ○ C F 盤 ・ ◎

御茶用水堰 左 ● × × 上 部 ○ B F 盤 ・ ◎ 中山堰 右 ▲ ▲ ▲ 下 部 ○ B B 盤 ・ ◎ 三隈堰 右 ● ● ● 下 全 ○ B B 台 ・ ◎ 園

江指堰 右 ● × ● 下 部 ○ B B 台 ・ ◎ 市堰 左 ● ● ● 下 全 ○ B B 盤 ・ ◎ 城内堰 左 × ● × 上 全 ○ C B 台 ・ ◎ 園

沢町地先 左 ● × × 上 全 ○ B F 台 ・ ◎ 園 伏野堰 右 ● ● ● 下 全 ○ A A 盤 ・ ◎ 大井手堰 左 ● ● × 上 - ○ B B 盤 ・ ◎ 園

犀川 鞍月用水油堰 右 ● ● ● 下 全 ○ E E 台 n 園 妙見堰 左 ● × × 下 部 ○ B B 台 ・ ◎ 梅野地先 左 × × × 下 × F F 台 n

九頭竜川 小宇坂島堰 右 ● ● ● 下 部 ○ D B 段 ◎ 長野地先 左 ● × × 上 全 ○ B F 台 ・ ◎ 松浦川 大黒堰 左 ● ● × 上 - ○ A B 盤 ・ ◎ 園

出雲井堰 左 ● ● × 上 部 ○ E B 台 n 殿ヶ浴地先 右 ● ● × 上 全 ○ B B 台 ・ ◎ 山国川 大井手堰 右 ● ● ▲ 下 全 ○ B D 台 ・ ◎

一の井堰 左 ● ● ● 下 全 ○ C C 台 ・ ◎ 園 大木津地先 右 ● ● × 下 全 ○ B B 台 ・ ◎ 江島井堰 左 ● × ▲ 上 全 ○ B F 盤 ・ ◎ 歩

広瀬の堰 左 ● × ● 下 全 ○ D B 台 n 二ノ小野地先 右 ● ● × 下 全 ○ B B 台 ・ ◎ 辛島井堰 左 ● ● ▲ 下 全 ○ A B 台 ・ ◎

廿丁堰 左 ● ● × 下 - ○ D B 段 ・ ◎ 地福下地先 両 ● ● × 下 全 ○ D D 盤 n 平田井堰 左 ● ● ● 下 全 ○ D A 盤 ・ ◎

綾部井堰 左 ● ● ▲ 下 全 ○ B A 段 ・ ◎ 川島分流堰 分 ● ● × 下 全 ○ B C 台 ・ ◎ 歩 浦田井堰 左 ● ● × 下 全 ○ A B 台 ・ ◎

栗村井堰 右 × ● × 上 全 ○ B E 段 ・ ◎ 天神川 北条用水堰 左 ▲ ▲ × 下 - ○ D A 台 ・ ◎ 案 佐玉井堰 右 × ● ▲ 上 全 ○ F A 段 ・ ◎

堀井口堰 両 ● ● × 上 - ○ D B 台 ・ ◎ 大口堰 右 ▲ ● ▲ 下 全 ○ B D 盤 ・ ◎ 露井堰 右 ● ● × 下 部 ○ B B 台 ・ ◎

土居井堰 左 ▲ × × 下 - ○ D D 盤 n 大井手用水堰 左 ● ▲ ▲ 下 全 ○ D B 台 ・ ◎ 古井堰 左 ● ● ● 下 全 ○ B B 台 ・ ◎

八鹿上小田地先 左 ● ● ● 下 全 ○ B B 盤 ・ ◎ 徳吉堰 右 ● ● ▲ 上 全 ○ B D 台 ・ ◎ 乙津分流堰 分 ● ● × 下 全 ○ D D 盤 n

三ヶ村井堰 両 ● ● × 上 全 ○ B B 段 ・ ◎ 山手堰 右 × ● × 下 全 ○ D C 台 ・ ◎ 緒方井堰 左 ● ● ● 下 - ○ D A 台 ・ ◎ 案

亀井堰 左 × ● ▲ 上 全 ○ F D 台 n 鳥巣地先 左 ● × ▲ 下 全 ○ D F 台 n 岩熊井堰 両 ● ● × 下 全 ○ E E 台 n 案

近藤地先 右 ● ● × 上 - ○ B A 台 ・ ◎ 永の堰 右 ● ● ▲ 下 全 ○ A D 台 ・ ◎ 粟野名堰 左 ● × × 下 部 ○ D D 台 n

鳥町井堰 左 ● ● ● 下 - ○ A B 台 ・ ◎ 園 青木井堰 左 ● ● × 下 全 ○ B B 台 n 坂宮堰 左 ● × × 下 - ○ A F 台 ・ ◎

寺井堰 左 ● ● × 下 部 ○ B B 台 ・ ◎ 歩 郷地先 右 ● ● ● 下 部 ○ E D 台 n 井樋山堰 左 ● ● × 上 全 ○ D B 台 ・ ◎

古川地先 左 ● ● ● 下 部 ○ B B 盤 ・ ◎ 段地先 左 ● ● × 下 全 ○ D B 台 n 十八口堰 左 ● ● ● 同 全 ○ C D 台 ・ ◎

板波地先 右 ● ● ▲ 上 - ○ B B 台 ・ ◎ 高取井堰 左 ● ● × 上 全 ○ B B 台 ・ ◎ 三本松堰 左 ● × × 上 全 ○ A B 台 ◎

平野地先 右 × ● ▲ 上 部 ○ F B 台 ・ ◎ 三次町地先 ※ ● ● × 上 全 ○ A B 盤 ・ ◎ 園 渡鹿堰 左 ● ● × 下 全 ○ D B 盤 ・ ◎ 案

明楽寺地先 右 × × × 下 × F C 台 ・ ◎ 東河内地先 右 ● ● × 下 全 ○ B D 盤 ・ ◎ 馬場楠井手堰 左 ● ● × 下 全 ○ D A 台 ・ ◎ 案

小坂高田井堰 左 ● ● ● 下 部 ○ B A 台 ・ ◎ 黒田地先 両 ● ● ● 下 部 ○ A D 台 ・ ◎ 瀬田下井手堰 右 × ● × 上 全 ○ F D 台 n 案

谷川井堰 左 ● ● ● 下 部 ○ D B 台 ・ ◎ 馬瓶地先 左 ● × × 下 全 ○ C B 台 ・ ◎ 糸田堰 右 ● ● × 下 部 ○ B E 台 ・ ◎

池谷連合井堰 右 ● ● × 上 - ○ B D 台 ◎ 園 本郷地先 左 ● ● × 上 部 ○ A B 台 ・ ◎ 麻生原堰 左 ● × × 下 全 ○ B B 台 ・ ◎

上野田地先 右 ● ● ▲ 上 部 ○ B A 段 ・ ◎ 糸井地先 左 ● ● × 上 全 ○ A B 台 ・ ◎ 鵜の瀬堰 右 ● ● × 下 部 ○ A D 盤 ・ ◎

坂元地先 左 × × × 下 × C B 盤 ・ ◎ 三原地先 左 ● × × 上 - ○ B F 台 n 若宮堰 右 ● ● × 下 全 ○ B D 台 ・ ◎ 園

加納原田地先 左 ● ● × 下 部 ○ B B 台 ・ ◎ 園 枕瀬地先 左 ● × × 上 部 ○ C F 台 ・ ◎ 氷川 川上用水堰 右 × ● × 下 全 ○ B B 台 ・ ◎ 園

花田井堰 左 ● × × 下 - ○ D B 段 ・ ◎ 小直上堰 右 ● ▲ ▲ 下 全 ○ B D 台 ・ ◎ 鮎の瀬堰 右 ● ● ● 下 全 ○ B A 盤 ・ ◎

飾磨井堰 右 × ● ● 下 部 ○ B B 盤 ・ ◎ 案 高峰地先 左 × × × 上 × F F 台 n 百太郎堰 左 ● ▲ ● 上 全 ○ E B 盤 ・ ◎ 園

仁豊野堰 右 × ● × 上 部 ○ F D 台 n 深川川 上井手堰 右 ● ● ● 下 部 ○ A C 盤 ・ ◎ 林田堰 左 ● × ● 下 全 ○ D B 台 n

笹野堰 左 ● ● ▲ 上 全 ○ D B 盤 ・ ◎ 小迫地先 左 ● ● ▲ 上 全 ○ C A 台 ・ ◎ 川原園堰 右 ● ● ▲ 上 全 ○ A B 段 ・ ◎

香山上堰 右 × ● × 上 全 ○ D B 段 ・ ◎ 市ノ瀬地先 右 ● × × 下 全 ○ E B 台 ・ ◎ 高松川 臼田堰 左 ● × × 下 部 ○ B B 台 ・ ◎

野村堰 右 ● ● × 上 全 ○ B C 台 ・ ◎ 四国 吉野川 第十堰 分 ● ● × 上 - ○ B A 盤 ・ ◎ 案 思川 触田井堰 左 ● ● ▲ 上 - ○ C A 台 ・ ◎ 案

取水岸／左：左岸，右：右岸，中：中央，両：両岸，分：分流堰，※：取水口確認できず 接続状況／ A：接岸通路有， B：接岸通路無（○付は垂直護岸）， C：離岸通路有， D：離岸通路無， E：立入規制， F：河岸アクセス不可

可視性／●：全望，▲：限定，×：不可 縦断面形／台：台形，盤：盤形，段：段形，他：その他の形

橋の位置／下：下流側，同：真上，上：上流側 計測／・：計測を実施した事例

越流状況／全：全体，部：部分， -：無し，空欄：不可視のため未確認 堰体での親水活動／◎：可能， n：不可能

越流観賞／○：可能，×：不可能 整備状況／園：公園（○付は堰の位置付け根拠有り），歩：遊歩道，案：案内板，舟：舟着場，泳：遊泳場
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表 1. 83水系 276例の親水利用の可能性 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堰体 湛水 浅瀬
低水

路際

取水

岸
対岸

山田堰 農 土 自身 小学生を対象に取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 両方

他者 河川管理者がカヌー揚陸場を整備し維持 ● ● ○ -

支援 河川管理者が小学生を対象に水質検査や漁の見学 ● ○ チリ

茂井羅堰 農 土 自身 親子や一般を対象に取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 両方

岩出山大堰 農 土 自身 小学生や一般を対象に取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 両方

大〆切堰 農 土 自身 小学生を対象に取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 両方

他者 市民団体による貸ボート乗場 ● ○ ハ

他者 市民団体によるサケ溯上の見学 ● ○ チ

他者 市民団体が一般を対象に取水施設の見学 ● ○ ト

自身 一般を対象に取水施設の見学 ● ○ ト

支援 市民団体が一般を対象に取水施設の見学 ● ○ ト

四谷堰 工 県 他者 市が親子や一般を対象に取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 両方

他者 公民館事業による筏下りのゴール地点（現在停止） ● ○ ロ

他者 河川管理者がハクチョウ観察のための広場を整備し維持 ● ○ リ

自身 一般を対象に取水施設の見学 ● ○ ト

支援 小学校が取水施設の見学 ● ○ ト

利根川 美田東部堰 農 土 自身 サケの放流と溯上の見学 ● ○ チ 入込みは無い 両方

久慈川 薬谷堰 農 土 支援 市が一般を対象に取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 看板

鞍掛堰 農 土 他者 市が地域学習ルートの拠点に位置づけ ● ○ ト 浅瀬は川遊び場 看板

田島屋堰 農 組※ 他者 県の河川親水整備事業で拠点としての位置づけ（計画中） - 入込みは無い -

笹井堰 農 組※ 他者 県の河川親水整備事業で拠点としての位置づけ（計画中） - 入込みは無い 両方

自身 一般を対象に取水施設の見学 ● ○ ト

支援 小学校や市民団体による取水施設の見学 ● ○ ト

銚子川 便ノ山堰 農 組※ 共同 町営キャンプ場のカヌー乗場 ● ○ ハ 付近は川遊び場 看板

信濃川 八ヶ郷松崎堰 農 土 自身 毎年 5月の川干し時に魚つかみ ● ○ ニ 入込みは無い 柵

共同 企業による屋形舟 (鵜飼 )運航、貸ボート乗場 ● ○ ハ

他者 車折神社の三船祭の会場 ● ○ ヌ

自身 小学生や一般を対象に取水施設の見学 ● ○ ト

支援 小学校による取水施設の見学 ● ○ ト

由良川 綾部井堰 農 土 自身 一般を対象に取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 両方

市川 飾磨井堰 農 組 共同 堰管理者と公民館が連携し一般を対象に取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 柵

揖保川 立神堰 農 組 他者 河川管理者が遊泳場を整備し自治会が管理（現在は使用停止） ● ● ● ○ ○ イ 付近は川遊び場 -

嵯峨井堰 農 土 他者 市民団体が一般を対象に取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 柵

竜王井堰 農 組※ 共同 河川管理者が温泉街のシンボルとして堰を改修 ● ○ ヘ 入込みは無い -

旭川 一の口井堰 農 土 共同 堰保存組織と大学が学術調査し一般を対象に取水施設の見学 ● ○ ト 湛水は川遊び場 看板

高梁川 湛井堰 農 土 自身 小学生を対象に取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 両方

芦田川 五ヶ村堰 農 土 他者 河川管理者がカヌー揚陸場を整備し維持 ● ● ○ - 入込みは無い 柵

大口堰 農 土 自身 小学生を対象に取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 両方

大井手堰 農 土 自身 小学生や一般を対象に取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 柵

第十堰 分 河 他者 民間団体が小学生を対象に川遊びプログラム実施 ● ● ● ○ イ - -

柿原堰 農 土 他者 小学校による取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 看板

加茂川 釜之口堰 農 土 支援 市が小学生を対象に取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 両方

鏡川 朝倉堰 農 /水 市 共同 教育 3団体が連携し市が事務局として夏季限定で遊泳場を運営 ● ● ○ ○ ロ - 看板

仁淀川 八田堰 農 土 他者 小学校による取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 両方

麻生堰 農 土 他者 流域組織が一般を対象に取水施設の見学 ● ○ ト 付近は川遊び場 -

自身 小学生や一般を対象に取水施設の見学 ● ○ ト

共同 町が文化的景観の 1要素として位置づけ（登録申請検討中） -

床島堰 農 土 支援 小学校による取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 柵

山田堰 農 土 支援 市や小学校による取水施設の見学 ● ○ ト 付近は川遊び場 両方

大石堰 農 土 支援 市が小学生を対象に取水施設の見学 ● ○ ト 付近は川遊び場 両方

三隈堰 分 河 他者 旅館組合による屋形舟 (鵜飼 ) ● ○ ハ 付近は川遊び場 看板

嘉瀬川 大井手堰 分 河 共同 交流館による施設見学、ボート教室、魚つかみ、水生生物観察 ● ● ● ○ ハホト - 看板

共同 河川管理者が川遊びのできる広場を整備し水利組合が維持管理 ● ● ○ ホ

支援 市が小学生を対象にカヌー教室 ● ● ○ ロ

支援 市が小学生や一般を対象に取水施設の見学 ● ○ ト

山国川 大井手堰 農 土 他者 市や小学校による取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 両方

辛島井堰 農 土 他者 小学校による取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 柵

平田井堰 農 土 他者 小学校による取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 両方

他者 河川管理者が遊泳場を整備（破損により現在使用停止） ● ● ● ○ ロ

支援 県が親子を対象に取水施設の見学 ● ○ ト

他者 三社合同の川越し祭の会場（神輿が堰を越える） ● ○ ○ ヌ

五ヶ瀬川 岩熊井堰 農 土 自身 小学生を対象に取水施設の見学 ● ○ ト 付近は川遊び場 両方

井樋山堰 農 土 支援 小学校による取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 柵

十八口堰 農 土 他者 河川管理者が一般を対象に取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い -

三本松堰 農 土 他者 河川管理者が一般を対象に取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 柵

渡鹿堰 農 土 他者 市民団体が一般を対象に取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 柵

馬場楠井手堰 農 土 自身 小学生を対象に取水施設の見学 ● ○ ト 付近は川遊び場 柵

瀬田下井手堰 農 土 自身 小学生を対象に取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 柵

球磨川 百太郎堰 農 土 支援 小学校による取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 看板

思川 触田井堰 農 土 他者 小学校による取水施設の見学 ● ○ ト 入込みは無い 看板
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表 2. 54例の活用状況 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
遷したのか，活用に他者が加わることで堰の
維持管理の担い手が広がる可能性があるの
かを検証し，堰の保全継承に向けた知見を得
る研究が必要である。さらに，文化的景観の
要素として堰を位置づけようとする動きが
調査をとおして見出された。このような動き
にも注目し，景観要素としての堰の評価方法
についても今後検討する必要がある。 
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